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ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
中
村
／
前
︶

☎
32
︲
６
７
０
４

問

　

町
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
悩
み
を
相

談
い
た
だ
け
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

悩
み
事
や
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
ほ
し
い

こ
と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
場

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

7
月
11
日(
木)

　

①
午
後
1
時
30
分
~
2
時
30
分

　

②
午
後
2
時
30
分
~
3
時
30
分

　

③
午
後
6
時
30
分
~
7
時
30
分

　

④
午
後
7
時
30
分
~
8
時
30
分

●

対
　
象

ど
な
た
で
も

●

方
　
法

　

①
②
の
時
間
帯
は
県
ひ
き
こ
も
り
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
社
会
福
祉
士
等
、

③
④
の
時
間
帯
は
社
会
福
祉
士
や
保
健
師

等
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
内
容
等
の
秘
密

※
い
ず
れ
か
の
時
間
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
な
お
、③
・

④
は
事
前
予
約
の
み
対
応
で
す
。

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
相
談
が
可
能
で
す
。

　

・
来
所
に
よ
る
面
談
・
電
話

　

・
オ
ン
ラ
イ
ン

●

費
　
用

無
料

●

申
　
込

事
前
予
約
が
必
要
で
す
が
、

空
き
が
あ
れ
ば
当
日
受
付
も

で
き
ま
す
。

●

そ
の
他

↑申込は
　こちら

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

7
月
23
日(

火)
午
前
10
時
30
分
~
11
時
15
分

●

日
　
時

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

｢

ち
び
っ
こ
な
つ
ま
つ
り｣

●

内
　
容

コ
ー
ナ
ー
遊
び
や
体
操
等
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
濵
野)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 ●

申
　
込

7
月
8
日(

月)

か
ら

　
　
　
　
　
　

19
日(

金)

●

対
　
象

町
内
在
宅
児　

30
組

教
室･

講
座･

説
明
会
等

7
月
12
日(

金)

午
前
10
時
30
分
~
11
時
15
分

●

日
　
時

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

｢

足
の
発
達
と
靴
選
び｣

●

内
　
容

お
子
さ
ん
の
足
に
合
っ
た
靴

選
び
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●

対
　
象

町
内
の
在
宅
児　

10
組

●

申
　
込

7
月
5
日(

金)

ま
で

7
月
31
日(

水)

午
前
10
時
30
分
~
11
時
15
分

●

日
　
時

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

｢

わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び｣

●

内
　
容

親
子
で
歌
っ
た
り
触
れ
合
っ

た
り
し
な
が
ら
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

●

対
　
象

美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和6年2月14日～)

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協

議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

5
月
22
日
に
、
全
国
原
子
力
発
電
所
所

在
市
町
村
協
議
会
の
総
会
が
、
全
国
都
市

会
館(

東
京
都)

で
開
催
さ
れ
、
副
会
長

で
あ
る
戸
嶋
町
長
と
会
員
の
川
畑
議
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
協
議
会
の
会
員
及
び
準
会

員
で
あ
る
28
市
町
村
の
首
長
や
議
長
等
が

出
席
し
、
令
和
5
年
度
の
事
業
報
告
や
令

和
6
年
度
事
業
計
画(

案)

等
が
審
議
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
後
に
行
わ
れ
た
国
と
の
意
見

交
換
で
は
、
経
済
産
業
省
や
内
閣
府
等
の

関
係
機
関
出
席
の
も
と
、
原
子
力
発
電
を

取
り
巻
く
課
題
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
戸
嶋
町
長
は
、
次
の
と
お

り
国
の
見
解
を
求
め
、
各
担
当
省
庁
か
ら

回
答
を
得
ま
し
た
。

避
難
道
路(

制
圧
道
路)

の

����������������������

多
重
化
・
強
靭
化

　
　
　
　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
原
子

力
災
害
時
の
避
難
方
向
に
制
約
を
受
け
る

本
町
の
避
難
道
路
︵
制
圧
道
路
︶
の
多
重

化
・
強
靭
化
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

た
。
立
地
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
は
国

の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
こ
の
避
難
道
路

の
多
重
化
・
強
靭
化
に
つ
い
て
早
急
に
進

め
る
こ
と
。

　
　
　
　

避
難
に
お
い
て
、
特
に
必
要
と

思
わ
れ
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
関
係
省
庁

と
協
力
し
て
自
治
体
の
負
担
を
軽
減
す
る

方
策
が
と
れ
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
内
閣
府
︶

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の
確
実
な
推
進

　
　
　

関
西
電
力
が
示
し
た
使
用
済
燃

料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
事
業

者
か
ら
は
、
国
と
と
も
に
不
退
転
の
決
意

で
進
め
る
と
い
う
意
思
表
示
が
な
さ
れ

た
。
こ
の
実
現
に
向
け
て
、
早
急
に
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
。

　
　
　
　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
令

和
6
年
1
月
、
経
済
産
業
大
臣
が
出
席
す

る
使
用
済
燃
料
対
策
推
進
協
議
会
を
開
催

し
て
事
業
者
に
報
告
を
求
め
て
お
り
、
こ

の
内
容
が
確
実
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
、
進

捗
を
確
認
、
指
導
し
て
い
く
。

(

経
済
産
業
省　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁)

立
地
地
域
の
振
興

　
　
　
　

昨
年
度
閣
議
決
定
さ
れ
た
Ｇ
Ｘ

推
進
戦
略
に
お
い
て
、
国
の
責
務
と
し
て

立
地
地
域
の
振
興
に
取
り
組
む
姿
勢
が
示

さ
れ
た
。
原
子
力
発
電
事
業
は
、
立
地
地

域
の
理
解
と
協
力
、
信
頼
関
係
が
柱
で
あ

る
の
で
、
立
地
目
線
に
立
ち
誠
意
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
。

　
　
　
　

原
子
力
の
利
用
を
進
め
て
い
く

上
で
、
国
、
立
地
自
治
体
、
電
力
事
業
者

が
持
続
的
な
発
展
に
む
け
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
原
子
力
発
電
所
の
立

地
地
域
の
将
来
像
に
関
す
る
共
創
会
議
の

議
論
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

(

経
済
産
業
省　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁)

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協

議
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

同
日
、
戸
嶋
町
長
が
会
長
を
務
め
る
、

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議
会

の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
で
あ
る

県
内
4
市
町
の
首
長
や
議
長
等
が
出
席
し
、

令
和
6
年
度
事
業
計
画(

案)

や
役
員
の

改
選
等
が
審
議
さ

れ
、
高
浜
町
長
が

新
た
な
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後

も
協
議
会
等
を
通

じ
て
、
原
子
力
発

電
を
取
り
巻
く
課

題
や
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

↑意見交換会で国の見解を求める戸嶋町長

↑総会開催の様子

答 問問答

問答

コ
ラ
ボ
ほ
し
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

7
月
7
日(

日)

午
前
10
時
~
午
後
2
時

●

日
　
時

　
　

美
浜
駅
前
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

☎
32
︲
０
２
３
９

問
　

美
浜
駅
前
の
活
性
化
を
目
的
に
、
町
内

の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が｢

コ
ラ
ボ
ほ

し
ま
つ
り｣
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｒ
美
浜
駅

　

道
の
駅
若
狭
美
浜
は
ま
び
よ
り

●

場
　
所

●

内
　
容

　

大
判
焼
き
等
の
各
種
出
店
、
音
楽
ラ
イ
ブ

テ
ニ
ス
教
室(

硬
式)

を
開
催
し
ま
す

●

日
　
時

　

毎
週
金
曜
日　

午
後
7
時
~
9
時

　

全
10
回
開
催(

8
月
23
日
か
ら
開
始)

　

総
合
運
動
公
園　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●

場
　
所

●

定
　
員
　
　
30
名
程
度

●

募
集
期
間

7
月
17
日(

水)

~
31
日(

水)

●

そ
の
他

���

・
未
成
年
者(

18
歳
未
満)

は
保
護
者

　

の
同
意
を
得
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。
小
学
生(

3
年
生
以
上)

で
参

　

加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
テ
ニ
ス
協
会

　

の
方
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
詳
細
は
、
後
日
各
区
で
回
覧
さ
れ
る
募

集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室(

担
当･

塚
原
︶

☎
32
︲
６
７
０
９

問

は
、
厳
守
し
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

町
内
の
在
宅
児　

10
組

健
康
づ
く
り
活
動
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
開
催
の
お
知
ら
せ

7
月
10
日(

水)

午
後
１
時
30
分
~
3
時

●

日
　
時

●

場
　
所

な
び
あ
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

●

内
　
容

住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
活

動
の
重
要
性
に
つ
い
て

●

講
　
師

(

株)

ほ
っ
と
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス
テ
ム
ズ

　
　
　
　
　

吉
本
與
史
一
理
学
療
法
士

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
植
中
︶

☎
32
︲
６
７
０
４

問

・
参
加
者
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
と
テ
ニ
ス

　

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
、
運
動
に
適
し

　

た
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

●

申
　
込

7
月
16
日(

火)

か
ら

　
　
　
　
　
　

26
日(

金)
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若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
、
7

月
21
日
ま
で
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
記

念
企
画
展(

前
期)

﹃
美
浜
と
軽
井
沢
の

不
思
議
な
ご
縁
~
旧
三
笠
ホ
テ
ル
と
美

浜
の
実
業
家
山
本
家
~
﹄
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

美
浜
町
と
新
幹
線
沿
線
の
長
野
県
軽

井
沢
町
と
の
歴
史
が
つ
な
い
だ
ご
縁
に

つ
い
て
、
5
月
号
で
は
軽
井
沢
町
に
あ

る
国
重
要
文
化
財
の
旧
三
笠
ホ
テ
ル
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
は
そ
の

創
業
者
で
、
美
浜
町
ゆ
か
り
の
実
業

家
・
山
本
直な
お
よ
し良
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

山
本
直
良
は
明
治
3
年(

１
８
７
０)

2

月
、佐
柿
ゆ
か
り
の
旧
小
浜
藩
士
で
、後

に
岩
倉
具
視
を
支
え
た
実
業
家
・
山
本

直な
お
し
げ成
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。出

生
地
は
小
浜
町(

小
浜
市)

と
さ
れ
ま
す

が
、同
年
1
月
に
父
直
成
が
岩
倉
か
ら
東

京
へ
の
引
っ
越
し
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う

記
録
も
あ
り
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

獣
医
を
志
し
、帝
国
大
学
農
科
大
学

(

東
京
大
学
農
学
部)

を
卒
業
後
、一
時

は
獣
医
の
職
に
就
い
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、同
30
年(

１
８
９
７)

に
兄
直な
お
ゆ
き行
が
亡

く
な
る
と
、家
督
を
相
続
し
、父
直
成
と

同
じ
く
実
業
家
の
道
に
進
み
ま
す
。初

め
は
岩
倉
家
に
仕
え
、の
ち
に
十
五
銀

行(

三
井
住
友
銀
行)

や
日
本
郵
船
、明

治
製
糖(

Ｄ
Ｍ
三
井
製
糖
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス)

等
の
役
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
彼
は
父
直
成
が
軽
い
軽
井
沢

に
購
入
し
た
25
万
坪
の
広
大
な
土
地
を

避
暑
地
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
明
治
39
年(

１
９
０
６)

に
三
笠
ホ
テ
ル
を
開
業
し
、
こ
こ
を
拠

点
に
新
た
な
地
場
産
業
を
興
し
ま
し

た
。
京
都
出
身
の
陶
芸
家
宮
川
香こ
う
ざ
ん山
を

招
い
て｢

三
笠
焼｣

を
開か
い
よ
う窯
し
、
同
ホ
テ

ル
に
陶
磁
器
製
作
所
を
設
置
し
ま
し

た
。
三
笠
焼
と
併
せ
て
、
木あ
け
び通
つ
る
細

工
や
ろ
く
ろ
細
工
、
軽
井
沢
彫
等
を
農

閑
期
の
仕
事
と
し
て
奨
励
し
、
三
笠
商

店
を
設
け
て
販
売
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
外
国
人
向
け
に
食
用
の
緬ひ
つ
じ羊
を
飼

育
し
た
り
、
蔬そ
さ
い菜
の
栽
培
を
行
う
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

後
に
彼
は
、
軽
井
沢
の
観
光
と
産
業

の
一
体
化
を
図
り
、
養
殖
漁
業
や
植
林

の
奨
励
、
日
本
人
向
け
の
宿
泊
施
設
や

大
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
設
、
上
野
︱
軽
井

沢
の
夏
季
限
定
列
車
の
運
行
等
、
壮

大
な
開
発
計
画
を
描
い
て
い
た
こ
と

を
語
っ
て
い
ま
す(

軽
井
沢
の
発
展
策

﹃
住
宅
﹄
第
14
号)

。

　

妻
は
有
島
武
郎
の
妹
愛
子
で
、
そ
の

孫
に
は
映
画
﹃
男
は
つ
ら
い
よ
﹄
の
主

題
歌
の
作
曲
家
で
知
ら
れ
る
山
本
直な
お
ず
み純

が
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
実
業
家
や
芸

術
家
の
子
孫
が
名
を
連
ね
、
父
直
成
を

含
め
、
山
本
家
は
佐
柿
が
生
ん
だ｢

華

麗
な
る
一
族｣

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

7
月
27
日
か
ら
開
始
す
る
後
期
展
示

で
は
、
山
本
家
一
族
が
美
浜
町
内
に
残

し
た
遺
産
や
功
績
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

美浜と軽井沢の不思議なご縁
～三笠ホテルの　　　　　　　
　　　　　創業者�山本直良～

放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

川
魚
食
す
習
慣
な
け
れ
ど
も

　
　
　
　
い
さ
ざ
味
噌
汁
せ
め
て
も
う
一
杯

山
霞
む
野
に
は
菜
の
花
朧
月

　
　
　
　
皐
月
の
宵
の
心
和
み
ぬ

若
狭
路
に
春
の
訪
れ
王
の
舞

　
　
　
　
平
安
の
伝
へ
氏
子
守
り
し

コ
シ
ア
ブ
ラ
・
う
ど
の
若
芽
を
い
た
だ
き
ぬ

　
　
　
　
家
族
で
春
の
苦
味
味
は
ふ

若
き
等
に
助
け
ら
れ
て
の
三
日
間

　
　
　
　
や
う
や
く
務
む
祭
り
の
頭
屋

脱水に気をつけよう！

脱水とは、体から体液を失うことです。
体液は主に水と塩分でできています。

熱中症
対 策

・軽　度 ：のどや口の渇き・頭痛

立ちくらみ・食欲不振

・中等度 ：悪心・嘔吐・めまい

・重　度 ：意識障害・けいれん・昏睡

脱水になるとみられる症状脱水になるとみられる症状 軽度～中度の脱水の場合…経口補水液を摂取！

　経口補水液とは、水・塩分・糖分を
バランス良く含み、体への速やかな吸
収に優れた成分になっています。まず
は、500 ㏄を無理のない範囲で摂取
してください。

◎�特に子どもと高齢者は◎�特に子どもと高齢者は注意注意が必要です！が必要です！
・体重あたりの不感蒸泄 ( 皮膚や呼吸から失う水分 ) が多い。

・尿や汗を調節する機能が未熟で、多くの水分を失う。

・若い頃と比べて、からだに水分を蓄えにくい。

・暑さやのどの渇きを感じにくく、脱水に気づきにくい。

子ども

高齢者

脱水脱水にならないために…にならないために…
・3 食バランスのよい食事をとる

・のどの渇きを感じる前に水分を摂取する

・涼しい環境を保つ ( 夏は気温が高いため扇風機や冷房を使いましょう )を使いましょう )

※�お問い合わせ先　町健康福祉課(担当・中西)☎32‐6704

あおぞらの会 (認知症家族などの会 )に参加しませんか？
　あおぞらの会は、認知症等の家族を介護している方や介護を経験された方が集い、日々の悩み
や苦労、介護のコツ等を安心して話すことができる場所です。
　一人で悩まず、日頃の介護の悩みや不安を話してみませんか。

開催日時
場 所

毎月第 3 木曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時

参 加 費
耳公民館
無料

申し込み 不要 ( 日程が変更となる場合がありますので、一度お問い合わせください )
代 表 田村　孝子
※この集いは地域包括支援センター職員も参加しています。

※�お問い合わせ先　町健康福祉課 地域包括支援センター  (担当・山口)　☎32‐6704

↑  明治末期 ( 大正初期とも ) の三笠ホテルで
の晩餐会 ( 午餐会とも、土屋写真店提供 )。
左から 5 人目が山本直良。 食べたり、飲んだり、することができない、

意識がはっきりしていない等、重度の時はすぐに病院へ！意識がはっきりしていない等、重度の時はすぐに病院へ！
食べたり、飲んだり、することができない、食べたり、飲んだり、することができない、食べたり、飲んだり、することができない、
意識がはっきりしていない等、重度の時はすぐに病院へ！意識がはっきりしていない等、重度の時はすぐに病院へ！意識がはっきりしていない等、重度の時はすぐに病院へ！



ハートフル広場

2024.7 月号25 24広報みはま

氏　名 住　所

塩　田　隆　人　＆ (谷　口)　 由　紗 佐　田

◎ご結婚

5/1～5/31受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

中 谷 房 子 河原市 92 中 谷 敏 治

山 口 千 代 大 藪 100 金 深 　 孝 子

武 本 　 繁 菅 浜 55 武 本 　 貢

加 藤 　 進 日 向 84 加　藤　佐久代

石 丸 利 夫 山 上 95 石 丸 雅 宏

金　津　千代子 菅 浜 96 金 津 雄 次    

橋 詰 艶 子 山 上 98 橋 詰 義 雄

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

山 口 結
ゆ い と

士 男 竜也・佑奈 気 山

森 山 翔
し ょ う き

喜 男 和哉・友紀 松 原

平 井 汐
せ ら

蘭 女 　翼・史織 河原市

松 木 結
ゆ ま

万 女 　博志・乃ノ歌 佐 柿

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

人口の動き

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口総数　　　　8,761人(－10)

男　　　　　　　4,304人(±  0)

女　　　　　　　4,457人(－10)

世帯数　　　　　3,626世帯(＋  5)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

  5人

13人

12人

16人

359人(+15) 

はじめてバースデー
7月に満1歳になる子どもたちを紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

まちびとまちびと

県予選大会で優勝し、6月15日から東京都で開催され
る、全国選抜ゲートボール大会へ美浜町から7年ぶり
に出場する美浜エイジレスの皆さん

＊全国大会に向けて抱負を教えてください。。
　このチームは、初めて全国大会に出場するため、少し
不安がありますが、一戦一戦チームワークの良さを武器
に頑張りたいです。

7.19 武
田
紋あ
や
か佳
ち
ゃ
ん

(

久
々
子)

父･

忠
大
さ
ん

母･

洋
子
さ
ん

密かないたずらとはにかみ笑顔が
かわいいよ(^^)すくすく大きく
なってね！

｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

広報クイズ
　広報みはま7月号を読んで、①～④番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、7月10日(水)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●6月号の答え　　あじさい
●応募者総数は25人で全員正解でした。当選の発表

は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

○

①●○○食びより

②災害に○●○○体制強化

③ 避難道路(○○○●道路)の多重化・強靭化

④第60回美浜町民○○○●○○　○大会○

熊
﨑
千せ
ん
り凌
く
ん

(

佐
田)

父･

淳
哉
さ
ん

母･

有
加
さ
ん

7.21 に
ぃ
に
、
ね
ぇ
ね
ぇ
い
つ
も
優
し
く
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！

(後列左から)
木村  咲

さき こ

子 さん 髙木  英
ひで こ

子さん 池田  秀
ひで こ

子さん

(前列左から)
石丸  紀

のり こ

子 さん 榎本  惠
けい こ

子 さん 武田  トモエ さん

※ 6 月 11 日取材




